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＜連絡事項＞

· 18、19日に八戸短期大学の看護学生が実習予定。

13：00～14：00施設説明

14：00～15：00現場実習

· 明日から飯野ＡＯＭは通所勤務でカウントしない為、通所スタッフの勤務変更あり。

· 能力開発カードを使用して上野ＳＧＭと面談予定。

　　　コメディカルグループ：26日14：00～16：00

　　　それ以外のスタッフ　：18日（午後）、20日、27日

· 宮陽子様　　5/18退院。5/24デイケア正式利用となる。（担当：小嶋、高森）

· 小坂君子様　5/20退院。5/24デイケア正式利用となる。（担当：木村・松川）

· 19、20日ローテーション研修あり。

＜利用者様情報＞

秋山　和子　様～昨日、下痢があり、時間をあけて正露丸を2回服用したとのこと。昼食後に帰宅しても良いかをスタッフに確認していたが、下痢が治ったとのことで定時まで過ごすこと出来ている。昼食は全量摂取し、体調不良の際はスタッフに話すように伝えている。

　　　　　　　　本日「生きてていいの？」と母に聞いたところ、災害で生きたいと思っても死んだ人がいることを言われ、スタッフにも相談するように言われたとのこと。スタッフより楽しいことを自分で見つけるように伝え、本人も理解されている。

繁名　和恵　様～昼食後に頭痛を訴え、帰宅したいことをスタッフに訴えている。スタッフより最近、欠席や早退が多い為、通所で定時まで過ごして欲しいことと、鎮痛剤の服用を促し、様子観察としている。

岩沢　正和　様～来所時、だまって座っていると右肩痛があること訴えている。動いている際は痛みはないとのこと。本日の外来受診時に担当医に相談するように伝えている。担当医より様子を見るように言われ、必要時は紹介状を書くと言われた事をスタッフに報告している。

山田　健次　様～昨日午後に、デイケア利用者（鈴木恵美子様）から週1回お金をちょうだいと言われ、千円ずつ渡し、合計で2～3万円貸したとのこと。スタッフより言われた際は断るように本人へ伝えている。本日、本人と鈴木様、担当スタッフを交えて事実確認を実施している。

五日市　公　様～唐突に「もう何も話しませんから」と話し、理由を尋ねると「自分で決めました」と話されている。体調不良時は必ずスタッフに話すように伝えている。

八木橋　牧夫様～本人の携帯電話（液晶ディスプレイ）の調子が悪いと、青明舎から情報を得ている。確認すると90度まで開いた状態であれば良いが、更に開くと液晶が割れてしまうとのこと。携帯ショップへ行き、無料での修理も可能との事であったが、修理期間の代用品の説明を聞き少し考える事にしたとのこと。代用品の使用に対する不安はないが、今後ドコモからａｕへの乗り換えも考えており、その際ドコモとの契約期間の関係から料金が発生してしまう為、迷っているとのこと。

下妻　康貴　様～後頚部（うなじ）に発赤があり、気になって触っていたら大きくなったと訴える。5㎜程の発赤が2箇所あり治癒の痕跡も見られている。痛みは無いが気になる為、明日の外来受診時に相談するとのこと。

＜外来情報＞

清水　泰雅様～胃痛があると報告している。良くならない場合は、内科を受診するようにアドバイスがある。その際は、紹介状を作成するとのこと。

岩沢　正和様～右肩が痛いと報告しており、ナパゲルン処方となっている。痛みが続くようであれば、整形を受診するようにアドバイスを受けている。

下口　政子様～周りがしゃべっていると自分のことを言われるような気がすると話している。直接言われたのでないのであれば、気にしないようにとアドバイスがある。本日、採血実施しているが採血前に、コーヒーに砂糖を入れて飲んだとのこと。

我満奈津紀様～子供が欲しいと考えて、眠れない日が続いていると報告している。子供が欲しい理由は、娘が1人で寂しいのではないか、自分がいなくなったら娘が1人になってしまう、寂しい気持ちを娘で紛らわせた等を挙げている。妊娠したら薬は減らしていくことを説明受けている。しかし、主治医としては年齢が40歳近く高齢出産となるため、リスクが大きいため勧められないとのこと。どうしても産みたいのであれば、交際相手が子供を認知しなかった場合と後々大変なため、結婚をして経済基盤を安定させたりするのであれば、主治医もサポートするとのこと。
